
番外編です

出荷待ちの籾コンテナ

乾燥機からコンテナに収納される籾 稲刈りと同時に倉庫ではコンテナ作業が続く

トラックの籾は乾燥機の中へ、この後2段階に分けて乾燥作業を行います

（株）空知こめ工房　ホームページ
　http://www.sorachi-kome.jp/

黄金色に染まった大地（9月26日撮影）

地域の恒例行事「秋の地鎮祭」（9月12日）

コンバインで刈り取った籾をトラックに積み込む

稲刈り開始（9月14日）

日頃より弊社の米をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。心からお礼を申し上げます。

農業生産法人を立ち上げてから3度目の秋を迎えました。待ちに待った収穫の秋です。
今年は本当に様々な出来事が日本の各地で起こりました。こうして黄金色に染まった大地を、今年も見ることが出来たと
いうことは、実はとてもありがたいことなのだと思います。
我々は、毎年この風景を見たいがために、雪深い季節から現在に至るまで汗を流しています。いや我々だけでなく、日本
のあらゆる場所で農業に携わる人々は、皆同じ想いなのかもしれません。
その「想い」が、自然のちょっとした采配で叶ったり、叶わなかったり…。今年ほど考えさせられた年はありません。
自然の前では人間は本当に無力です。
人間の力では到底適わない「自然の力」に対する畏怖を持ち続けながら、大地と水と太陽の力を少しずつ借りて、これか
らも頑張り続けたいと思います。

9月8日、大口の取引先である「じょうてつ」さんが来社しました。安全で美味しい
米を直接「消費者」の皆さんにお届けするのが我々のコンセプト…。こうして生産
現場を直に見てもらうことはとても大事なことです。

弊社は、水稲の他に転作田では「ソバ」を栽培、その他「ダリア」や「シネンシス」なども栽培しています。

平成23年度産米の販売を開始いたしました。

ななつぼしの圃場（9月20日） ゆめぴりかの圃場（9月26日）

圃場で見つけたエゾシカの足跡

こちらはカエル君です

稲刈りに先立ってソバの収穫（9月1日）

育苗ハウスの有効利用で始めた「ダリア」の栽培 こちらは、以前から手がけていた「シネンシス」

　「生産日誌」日々更新中です（見て下さいね）

これからも安全で美味しいお米の生産に努めますので、引き続きご愛顧のほどよろしくお願いいたします。


